
武力攻撃を想定した避難施設（シェルター）の確保に係る関係府省連絡会議（第４回） 

議事要旨 

 

１． 日時 ： 令和８年３月 31日（火）10:00～ 

２． 場所 ： 内閣府別館９階会議室 

３． 出席者： 

議 長   増田 和夫  内閣危機管理監 

副議長   田中 利則  内閣官房副長官補（事態対処・危機管理担当） 

      長橋 和久  内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補（事態対処・危機管理 

担当）付） 兼 災害対処・救援総括官 

構成員   市川 道夫  内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補（事態対処・危機管理 

担当）付） 

笹野 健   内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補（事態対処・危機管理 

担当）付） 

山本 巧   内閣官房国土強靱化推進室次長 

横山 征成  内閣府政策統括官（防災担当）  

（鎌原 宜文 内閣府政策統括官（防災担当）広域避難・計画推進室長 代理

出席） 

松家 新治  内閣府地方創生推進事務局審議官 

田辺 康彦  消防庁次長  

蝦名 喜之  文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部長  

 （金光 謙一郎 文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部技術参事官 代 

理出席） 

浅井 俊隆  経済産業省大臣官房審議官（商務・サービス担当）  

（平林 孝之 経済産業省商務・サービスグループ 流通政策課長 代理出席） 

平嶋 隆司  国土交通省大臣官房危機管理・運輸安全政策審議官  

中田 裕人  国土交通省都市局長 

（服部 卓也 国土交通省都市局 技術審議官 代理出席） 

五十嵐 徹人 国土交通省鉄道局長  

（権藤 宗高 国土交通省鉄道局技術審議官 代理出席） 

森田 治男  防衛省地方協力局長 

 

４． 議事： 

 （開会） 

（１）関係府省連絡会議の開催について 



（２）シェルターの確保に関する基本方針について 

（３）シェルター確保の推進に関する取組について 

 （閉会） 

 

（議事要旨） 

○ 「武力攻撃災害を想定した避難施設（シェルター）の確保に係る関係府省連絡会議」の開催に

ついて、関係府省申合せを一部改正し、構成員の経済産業省商務情報政策局商務・サービス政

策統括調整官を大臣官房審議官（商務・サービス担当）に変更することを確認した。 

〇 内閣官房より、「緊急事態を想定した避難施設（シェルター）の確保に関する基本方針」につ

いて、本日閣議決定を行った旨などを報告した。 

〇 内閣府防災より、「シェルター確保の推進に係る取組」について、緊急一時避難施設及び一時

滞在施設の指定等促進や、新たな表彰制度の検討、防災との備蓄の相互利用ができることの周

知、地方公共団体における災害用備蓄物資の備蓄に関する国の考え方の整理・検討、自然災害

等との避難施設のデュアルユースと官民連携に向けた調査・研究について参画していく旨、説

明があった。 

○ 防衛省及び消防庁より、特定臨時避難施設の整備について、沖縄県先島５市町村における進捗

状況等の説明があった。 

○ 消防庁より、緊急一時避難施設の更なる指定促進について、緊急事態を想定した避難施設（シ

ェルター）の確保に関する基本方針を踏まえ、令和８年度から令和 12年度までの期間を第２

次集中取組期間として設定の上、施設類型に応じたきめ細やかな指定、防災分野と連携した施

設の指定、国が管理・所管する施設の指定を進めていく旨及び関係府省庁、民間事業者等と連

携した緊急一時避難施設の運用面の課題の検討・整理を進める旨、説明があった。 

〇 文部科学省、経済産業省及び国土交通省より、関係団体等に対して協力依頼をする旨、発言が

あった。 

 

 

以上 


